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2-2 デジタルコンテンツとメディア

デジタル音楽の最新動向

荒川 祐二 ●株式会社NexTone 代表取締役COO

音楽活動における生成AIの活用は、新たなクリエーティビティを生み
出している。ストリーミングが支える市場の伸びも順調だ。一方、AIに
まつわるアーティストの権利侵害にはまだ根本的な解決策が見えない。

■成長を続ける世界の音楽業界
　2023年も世界の音楽産業は引き続き力強い成
長を見せた。国際的な音楽産業団体である国際レ
コード産業連盟（IFPI）が発行する『Global Music
Report 2024』によれば、2023年の全世界の音楽
産業の総売上高は前年比で10.2％伸び、286億ド
ル（1ドル140円換算で約4兆円）となった。成
長率こそ2022年並みの前年比9％増となってい
るが、総売上高は史上最高額を更新しており、世
界的な音楽産業の順当な成長を示している。
　内訳を見ると、全体の約7割を占めるストリー
ミングが順調な伸びを見せており、前年比10.4％
増と依然として音楽業界全体の成長を牽引して
いる。一方で、2023年はパッケージの売り上げ
が前年比で13.4％増の51億ドルと目立った伸び
を見せている。これまでを振り返ると、パッケー
ジの売り上げは2020年に底を打っており、そこ
からおおむね横ばいと言える状況が続いていた
が、2023年は明確な上昇を示した。この伸びを
支えているのがK-POPアーティストによる売り
上げで、アジアにおけるパッケージメディアの売
り上げは世界全体の49.2％を占めている（資料
2-2-4）。
　市場を地域別に見ると、最も成長したのはアフ
リカ（南部・中央部）の24.7％で、ついで中南米

の19.4％、アジアの14.9％となっている。国別
では、中国が2022年と同じく5位に留まってい
るものの、売上高は前年比で25.9％の伸びを見せ
て、4位のドイツに迫る勢いとなっている。
　日本市場に目を転じると、音楽ソフト（パッ
ケージソフト）と音楽配信の合計金額は前年比
9.7％増の3372億円となり、2020年以来の成長
を継続し、また過去3年で最も高い成長率を達
成した。内訳では、パッケージソフトが前年比
9.1％増の2207億円、デジタルが11％増の1165
億円となっており、デジタルの成長が2021年（前
年比14.3％増）と2022年（同17.3％増）に比べ
るとやや伸び悩んだ印象だ。片やパッケージソフ
トの伸びは近年にない成長率で、デジタルの成長
の鈍化をパッケージソフトが補うことで、全体と
して成長を伸ばした結果となっている。
　日本の音楽産業は、世界第2位の市場規模であ
りながら、世界で唯一デジタルよりもCDなどの
パッケージソフトの売上比率が高い。日本ほどで
はないが、アジア全体でもパッケージソフトの売
上比率は高く、前述のとおりグローバルでのパッ
ケージソフト売り上げの約半分がアジアによっ
て占められている。こうした背景には、音楽を聴
くためだけではなく、一種のファングッズとして
CDやDVD/Blu-ray Discなどのパッケージを購入
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資料2-2-4　全世界の音楽産業の総売上高、1999～2023年

出所：IFPI、Global Music Report 2024

するユーザー行動が、日本からアジア各国へと広
がりつつあると考えられる。
　世界的に音楽のデジタルシフトが進展し、スマ
ホひとつでいつでもどこでも好きな音楽を聴く
ことができ、SNSを通してファンはアーティスト
とコミュニケーションをとれるようになった。一
方で、ファンがアーティストとの形ある結びつき
を求めるようになった結果、新たなファンとアー
ティストの関係を築くツールとしてパッケージソ
フトが使われるようになってきた。世界的にアナ
ログレコードの生産数が伸びていることにも、音
質以外にレコードのジャケットがファンの心を掴
むなど、同様の背景があると思われる。

■メタデータの不備が日本発の世界ヒッ
トを妨げる？
　21世紀に入り、通信ネットワークが世界を覆
い、スマートフォンに代表されるデジタルデバ
イスが発展普及した。それと共に、ユーザー側

のリスニングスタイルが変化し、音楽市場の構
造も大きく変化することとなった。その変化の1
つに、Spotifyなどのストリーミングサービスや
YouTubeなどの動画共有サイトを通じて、日本国
内からグローバルマーケットにダイレクトにアク
セスできるようになったことが挙げられる。
　 2016 年のピコ太郎の『PPAP』の世界的な
バズはすでに旧聞に属するが、日本のアーテ
ィストについても、2024年はCreepy Nuts の
『Bling-Bang-Bang-Born』を筆頭に、YOASOBI『ア
イドル』、King Gnu『SPECIALZ』などが、海外
でもストリーミング配信を通じて多く聴かれた。
　音楽は、国ごとに言葉や文化の壁があるが、近
年は音楽だけでなくアニメや映画、マンガなどの
コンテンツのグローバル展開が進み、ことコンテ
ンツについては国境の壁が限りなく低くなって
きた。特に、『Bling-Bang-Bang-Born』や『アイ
ドル』はヒットアニメの主題歌ということもあっ
て、アニメの国際展開に合わせて海外の視聴者
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にリーチすることができたという面もある。きっ
かけは何であれ、海外のファンが楽曲に興味を持
ち、即座にストリーミングサービスでその楽曲を
聴くことができる環境にあったことで大きなヒッ
トにつながったといえる。そのタイミングでアー
ティスト側の準備が整っていたことも大きな要素
だろう。
　一方、日本のアーティストが海外にアプロー
チする機会が増えたことによって、新たな課題
も見えてきた。個別の楽曲がストリーミングサー
ビスなどに登録され、聴取可能な状態になるた
めには、その楽曲のデジタルデータと共に楽曲名
やアーティスト名、作曲家や作詞家、その他の権
利者や制作年などのメタデータが不可欠だ。こう
したメタデータは、国内展開するだけなら日本語
のみでも問題なかったが、グローバルで展開する
サービスに登録するならば、メタデータも多言語
対応することが望ましい。
　しかし、現実的には多くの楽曲でメタデータに
含まれるタイトルやアーティスト名はローマ字表
記が追加される程度となっており、その表記にも
明確なルールやワークフローがないという状況
だ。登録作業を行う現場スタッフが、アーティス
トによる確認なども経ずに登録し、場合によって
は日本語能力が不十分な者が、翻訳ツールなどを
使って登録しているケースもあると仄聞してい
る。したがって、アーティストが自らの名前や楽
曲名に日本語以外の表記を想定していてもそれが
反映されず、ことによっては間違った読み方で登
録されてしまうことすら起こりえる。
　これまで海外展開は一部のアーティストに限ら
れたことだったが、今後は、積極的に海外進出を
考えていないアーティストであっても、少なくと
もアーティスト名や楽曲名などについては、海外
向けの発信を意識することが求められる。業界全
体でそこに何らかのルールを検討することが望ま

しいだろう。

■AI活用に積極的なアーティスト
　筆者はこれまで、生成AIについての音楽業界
全体における影響は限定的だと述べてきた。『イ
ンターネット白書2024』の本稿でも触れたよう
に、多くのアーティストが音楽活動において生成
AIを用いており、楽曲制作やアルバムジャケット
のアートワーク、SNS上でのコミュニケーション
などで実際に活用しているとアンケートでも回答
している。画像や映像のクリエーティブツールを
開発するアドビも、自社製品に積極的に生成AIに
基づく機能を搭載しており、クリエーターもそれ
を活用している。音楽業界においても同様で、多
くのアーティストはAIを道具として使い、自ら
の活動に資するものと捉えているように見える。
　アーティスト自身によるAIの活用には多くの
可能性が考えられる。1つの作品に対して複数の
アレンジを試みたり、歌詞を複数言語で作成して
マルチリンガル化したり、といった取り組みが、
行いやすくなると考えられる。１つの楽曲から想
起されるイメージや映像を作り出して複合的なク
リエーティブを生み出し、コンサートにおける演
出表現の自由度を高めることもできるだろう。こ
れまでも、新たなテクノロジーの登場によって、
アーティストは表現や活動の幅を広げてきてお
り、生成AIもそうした新たなクリエーティビティ
のきっかけとなるはずだ。そしてまた、誰もが音
楽による表現活動に容易にチャレンジできること
は、音楽制作そのもののハードルを下げ、結果と
して音楽マーケットの裾野をより広げることにな
るだろう。
　現在はストリーミングサービスの普及により、
最新のヒットソングだけでなく、過去の名曲やス
タンダードナンバーへのアクセスが容易になっ
た。つまり、新たにデビューするバンドにとっ
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て、同期や先輩、ベテランのアーティストだけで
なく、ビートルズなどの歴史的なアーティスト
もライバルとなり得るため、純粋に音楽だけで
は評価を得ることが難しい状況だ。そうしたなか
で、少しでも多くの視聴者にリーチし、ファンと
なってもらうためには、音楽だけではなくさまざ
まな魅力で差別化を図る必要がある。Adoのよ
うに匿名性を打ち出したり、VTuberのようにグ
ラフィックによりキャラクター化したりするこ
とも、そうした要素になりうる。そのために生成
AIを活用することは、今後のアーティストの活
動において大きな意味を持つことになるかもしれ
ない。

■AIによるエコシステムのハックの悪影
響が広がる
　一方で、AIによってアーティストの権利が侵害
される動きに対しては、業界全体で強い対応を取
る必要が増している。2024年6月に全米レコー
ド協会（RIAA）が、音楽生成AIサービスのSuno
とUdioを著作権侵害だとして告訴した。RIAAに
よれば、両サービスはAIのトレーニングのために
著作権のある楽曲を無断で利用したという。その
証拠として、年代やジャンル、アーティストの特
徴など、特定の楽曲を想起させるプロンプト（AI
への指示）を入力すると、該当する楽曲に酷似し
た音楽を生成するとして、その結果をRIAAは公
開している。これに対しサービス側は、AIによ
る楽曲の学習は米国著作権法で認められたフェア
ユースの範疇だと反論しており、2025年1月時点
で裁判は継続している。

　こうしたAIによるアーティストの権利侵害に
おいて、新たなケースが出てきた。『インターネッ
ト白書2024』の本稿でも、AIによって粗製濫造
された楽曲がストリーミングサービスに大量に登
録されることで、楽曲使用料をかすめ取る事例を
紹介したことがある。この問題は現在も起きてお
り、サービス側もこうした楽曲を削除するといっ
た対応はしているものの、実際にはいたちごっこ
の状況が続いている。さらに、レコメンドのアル
ゴリズムが解析（ハック）されたためか、とても
類似しているとは思えないアーティストや楽曲の
レコメンドや検索結果に、こうしたAI楽曲が紛
れ込むケースも増えてきている。
　音楽に限らず、デジタルによるエコシステムが
確立した大きな市場においては、こうしたアルゴ
リズムをハックして利益をかすめ取る手口が必ず
といってよいほど出現し、対策を講じてもまた新
たな手口が編み出される。広告を不正に表示させ
て広告費を浪費させるアドフラウドのように、デ
ジタル音楽における違法配信・違法再生において
も根本的な解決の糸口は今のところ見えないのが
正直なところだ。
　技術はつねに進化し、現場ではそれを積極的に
活用し、新たなものを生み出していく。それが既
存のエコシステムに悪影響を与えることもあれ
ば、新たに大きなエコシステムを生み出しうるほ
どの影響となることもある。いずれにしろ、未来
においても音楽を楽しむという人間の性質は変
わることなく、変化する技術と市場のなかでアー
ティストはファンに音楽を届け続けるだろう。
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